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７月の安全目標 

夏休みの安全な生活について考えよう 

鉾田市立大洋中学校 

保健室 

令和５年７月３日 

 

７月の保健目標 

体の悪いところを治そう 

「熱中症警戒アラート」とは、熱中症の危険性が極めて高くなると予測された日の当

日（朝 5 時）や前日（夕方 17 時）に、暑さ指数の値が 33 以上と予測された場合、環境省と

気象庁が注意を呼びかけ、都府県単位で発表されます。アラートが発令された場合は、熱

中症にかかる危険性が極めて高いので、いつも以上に積極的に、熱中症予防に努める必

要があります。事前に情報を収集し、上手に熱中症警戒アラートを活用しましょう。 
 
【アラート発生時の予防行動の例】 
•不要不急の外出は避け、昼夜を問わずエアコン等を使用する。 

•身の回りの暑さ指数（WBGT）を確認し、行動の目安にする。 

•エアコン等が設置されていない屋内外での運動は、原則中止や延期とする。 

・のどが渇く前にこまめに水分補給をするなど、普段以上の熱中症予防を実践する。 

熱中症警戒アラートを活用しましょう！ 

環境省 HP 熱中症予防サイトより 

熱中症について、詳しくは裏面に掲載しています。ぜひご覧ください。 

 7月になりました。梅雨が明けると厳しい暑さが続きます。体が暑さに慣れていないこの時期は、熱中

症の危険が高まります。暑さに負けず充実した毎日を過ごすためにも、疲れを残さないように早めに寝て、

3食しっかり食べるようにしましょう。 

もうすぐ夏休みです。体調を整え、気持ちを落ち着けて１学期の振り返りをしましょう。 

＊ 毎月の保健だよりは、生徒のみなさん、保護者の皆さまそれぞれお読みいただければと思います。 

 暑さ指数（WBGT：湿球黒球温度）と

は、人間の熱バランスに影響の大きい 

気温  湿度  輻射熱 
の、３つを取り入れた温度の指標です。 

 暑さ指数が高いほど、熱中症になるリ

スクが高くなります。 

輻射熱…日射しを浴びたときに受ける熱や、

地面、建物、人体などから出ている熱 
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顔のほてり 

こむら返り 

【熱中症の応急処置】 

涼しい場所で横にさせる 

意識がない場合は救急車を呼ぶ 

服をゆるめ、体を冷やす 

【冷やす部位】 
 

首・脇の下・ 

太ももの付け根 


